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　1．はじめに

　3年続いた新型コロナウィルスとの付き合いも、
閉塞感のあるトンネルの先に少し明かりがみえてき
た気がする。2022 年は、これまで通り、現地調査
に加え、過去の標本の精査、特に、懸案事項をメモ
書きしておいたものを重点的に見直した。今回紹介
するのは、長野県での標本記録がなかったもののう
ち、難易度の高い推定雑種、目立たない種、近縁種
に紛れて認識されづらい種を中心に紹介する。

　２．県新産種

　以下に新産種を示す。また、図 1～ 14に標本写
真を示す。図中 (1 ～ 14) の標本番号のうち、TCCN
は筆者の個人番号、OAMは大町市立大町山岳博物
館である。現段階で公的な機関に寄贈していない
標本は追って寄贈する。なお、掲載 (1) ～ (14) は、
図 1～ 14に対応する。

（１）コゴメイ
Juncus polyanthemus Buchenau（イグサ科）
　泰阜村我科の天竜川沿いにて生育を確認した。
オーストラリア原産の高さ 1mを超える大型のイグ
サ。2021 年小例会（試行）（本誌 55 号にて報告）
において生育を確認したが、果実がなかったため、
2022 年に再訪し、標本を採集した。本種は、大河
川の下流部や沿海地で群生しているが、長野県内で
の生育の確認は初めてである。茎を縦に切断すると
髄がはしご状に空洞になっていて、髄が一様に詰ま
るイグサとは異なる。Juncusに関して、コゴメイ以
外に大型の外来系統と思われるものが県内各地でみ
られるようになっており、詳細を調べなければなら
ないと考えている。

（２）ニイタカスゲ×ノゲヌカスゲ
Carex leucochlora Bunge var. aphanandra (Franch. 
et Sav.) T.Koyama × C. mitrata Franch. var. aristata 
Ohwi（カヤツリグサ科）
　茅野市米沢のミズナラ・コナラ混交林縁におい
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て生育を確認した。ニイタカスゲ C. leucochlora 
Bunge var. aphanandra (Franch. et Sav.) T.Koyama
とノゲヌカスゲ C. mitrata Franch. var. aristata Ohwi
の推定雑種である。現地では、花序枝の苞葉が長く、
基部の鞘が濃褐色でほとんど細裂せず、光沢がある
ことから、ノゲヌカスゲと考えた。さらに細部をみ
ていくと、花序枝が斜開から平開する点、雌鱗片の
が短いものが交じる点、花序の基部に雌小穂をつ

ける点、葉の幅が広く、弓なりに湾曲して斜開から
平開する点などニイタカスゲの特徴もみられた。ま
た、雌鱗片の が長いもの（ノゲヌカスゲの特徴）と、
が短いもの（ニイタカスゲの特徴）が混在するこ

とも併せて、ニイタカスゲとノゲヌカスゲの雑種と
推定した。標本にした個体は開花後、果期前に採集
しており、稔性の有無は不明である。

（３）サトヤマハリスゲ
Carex ruralis J.Oda et Nagam.（カヤツリグサ科）
　南木曽町読書の滲出由来の小水路脇において生
育を確認した。確認時には、雌小穂開出前の未熟
な状態であった。当初、ハリガネスゲ C. capillacea 
Boott var. capillaceaの出始めと考えたものの、全体
に小型で貧弱な印象を受けたため、メモ書きを残し
つつ標本を採集しておいた。県内では比較的温暖な
木曽地方南部とはいえ、4月に出穂し始めるのは花
期が早すぎることから、細部を確認したところ、果
胞の口部に明確に 2歯が認められ、全草が小さく、
ほっそりしていること等からサトヤマハリスゲと確
認できた。これまで県南部でハリガネスゲとして認
識しているものの中に本種が含まれている可能性が
ある。

（４）ツクバトリカブト×ハクバブシ
Aconitum japonicum Thunb. subsp. maritimum 

(Tamura et Namba) Kadota × A. zigzag H.Lev. et 
Vaniot subsp. kishidae (Nakai) Kadota（キンポウゲ
科）
　山ノ内町平穏のススキ草地において生育を確認し
た。ツクバトリカブト A. japonicum Thunb. subsp. 
maritimum (Tamura et Namba) Kadota とハクバブ
シ A. zigzag H.Lev. et Vaniot subsp. kishidae (Nakai) 
Kadota の推定雑種である。茎葉の切れ込みの深さ
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や葉柄、花柄に屈毛が出ることからツクバトリカブ
トのように思えたが、花序の寸詰まった様子に違和
感を抱いた。そして、花弁の距、分布域から、ハク
バブシが関与した雑種であると推定した。後日、標
本を見直すと、自分の同定に不安を覚え、形態細部
をみて、全体の雰囲気を交互にみればみるほど、別
の組み合わせの雑種にもみえはじめる状態となっ
た。山ノ内町に隣接した群馬県側にも同様の環境が
あるため、群馬県の状況はどうなのだろうと、群馬
県立自然史博物館の大森威宏氏に懸案の標本各部の
写真をお送りしつつ意見を伺った。その結果、山地
性のツクバトリカブトと亜高山性のハクバブシの
雑種であろうとの結論に落ち着いた。Aconitumは、
いくらでも交雑する可能性があることや、頭の中で
形態細部の特徴と全体の雰囲気のバランスを取るこ
との難しさを再認識させられた。

（５）マルバハギ×ビッチュウヤマハギ
Lespedeza cyrtobotrya Miq. × L. thunbergii (DC.) 
Nakai subsp. thunbergii f. angustifolia (Nakai) Ohwi
（マメ科）
　木祖村大字小木曽の吹付法面において生育を確認
した。マルバハギ L. cyrtobotrya Miq.と「ニシキハギ」
と呼ばれるビッチュウヤマハギ L. thunbergii (DC.) 
Nakai subsp. thunbergii f. angustifolia (Nakai) Ohwi
の推定雑種である。吹付由来のビッチュウヤマハギ
と周辺に自生していたマルバハギが交雑したものと
考えられる。花がマルバハギに比べて大きく、成熟
した小葉の表面に微毛が宿存するビッチュウヤマハ
ギの特徴と、花序枝が葉よりも短いマルバハギの特
徴を併せ持つ。本推定雑種は、山間部の吹付法面周
辺で稀にみられる。

（６）オクシモハギ
Lespedeza davidii French.（マメ科）
　南木曽町大野正兼の道路脇の崩壊地において生育
を確認した。本種は、中国原産で、花や小葉が特に
大きく、茎に稜が明確に数条発達することで他種か
らは容易に識別できる。2000 年代、県内各地で吹
付斜面への緑化植物としてさかんに使用され、周辺
への逸出もよくみかけた。その後、徐々に減少した
のか、現在ではみかけるのが稀になった。山間部で
は、本種と周辺に自生する Lespedezaの雑種をみる
ことがあり、かつて周辺に本種が生育していた痕跡
を認めることができる。

（７）ツクシハギ×ケハギ
Lespedeza homoloba Nakai × L. thunbergii (DC.) 
Nakai subsp. patens (Nakai) H.Ohashi（マメ科）
　小谷村大字中土の河川沿いの砂礫地において生
育を確認した。ツクシハギ L. homoloba Nakai とケ
ハギ L. thunbergii (DC.) Nakai subsp. patens (Nakai) 
H.Ohashi の推定雑種である。一見すると、ケハギ
に酷似しており、成熟した小葉の表面に微毛が密生
し、茎にも毛が密生するが、ところどころ小葉の先
端が凹み、萼裂片が短く尖るツクシハギの特徴が同
時にみられる。ケハギは、日本海側豪雪地の雪崩草
地に生育する種であり、県内分布は北部のみである。
一方、ツクシハギは、全県に普通に生育する。ケハ
ギの分布による制約により、本推定雑種の分布は県
北部のみと考えられる。

（８）ヒメキンミズヒキ×オオキンミズヒキ
Agrimonia nipponica Koidz. × A. noguchii Seriz.（バ
ラ科）
　信濃町大字富濃のミズナラ林縁において生育を確
認した。ヒメキンミズヒキ A. nipponica Koidz. とオ
オキンミズヒキA. noguchii Seriz.の推定雑種である。
茎葉は基本的に 5小葉であるが、頂小葉 3枚に比
べて側小葉 2枚が極端に小さく、花が小さい点が
ヒメキンミズヒキの特徴を引き継いでいる。一方、
草丈が 1.3m を超え、全草多毛で、托葉が大きく、
茎葉表面が青みを帯びた緑色になる点でオオキンミ
ズヒキの特徴も兼ね備える。花序下部の古い花の子
房が膨らんでいないため、不稔と考えられる。

（９）ハイニシキソウ
Euphorbia prostrata Aiton（トウダイグサ科）
　松本市野溝の道路脇のコンクリートの 間におい
て生育を確認した。本種は、千曲市版レッドデータ
ブック（千曲市版レッドデータブック作成委員会監
修、2011）全種目録に掲載されているものの、標
本の明記がないことや、県内各地の市街地で急増し
ているため、敢えてここで挙げておく。果実の稜上
のみに軟毛が生え、丸みを帯びた茎葉に斑が入らず、
茎は完全に地面を匍匐し、同心円状に広がっていく。
よく似たアレチニシキソウ E. sp. aff. prostrata Aiton
も市街地で急増しており、ハイニシキソウからは、
葉裏に毛があり、茎が匍匐ながらも斜上する点で識
別できる。市街地に生育する外来の Euphorbiaは気
づかれないまま種数が増えている可能性があり、既
存の記録にとらわれることなく、市街地を中心に丹
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念に探索していく必要がある。

（10）シダレシロヤナギ（新称）
Salix dolichostyla Seemen subsp. dolichostyla f. （ヤナ
ギ科）
　松本市波田の河川敷において生育を確認した。シ
ロヤナギ S. dolichostyla Seemen subsp. dolichostyla
の枝がしだれる型で、品種以下の学名は未定である。
亜種関係コゴメヤナギ subsp. serissifolia (Kimura) 
H.Ohashi et H.Nakai の枝がしだれるものには、シ
ダレコゴメヤナギ f. pendula (Okuhara) H.Ohashi et 
H.Nakai という品種が記載されている。県内におい
て、シロヤナギとコゴメヤナギには形態的に移行型
が多く、さらにシロヤナギも品種レベルまで細分化
すると複雑になることが懸念されるが、まずは県内
にどのような型が存在しているのか例示する段階と
して挙げておきたい。

（11）ホソバジャニンジン
Cardamine impatiens L. var. tenuissima Honda（アブ
ラナ科）
　松本市安曇野林道沿いの湿った砂礫地で生育を
確認した。本種はジャニンジン C. impatiens L. var. 
impatiensの変種であるが、従来は熊本県、宮崎県
の石灰岩地に固有とされていた。毎年冬季に開催し
ている中部北陸勉強会において、新潟大学の志賀隆
氏により、本州にも分布することが示された。近年
自分が採集した標本を検討したところ、安曇野市、
池田町等で採集していた。ホソバジャニンジンは、
ジャニンジンに比べて全草に対する花序が相対的に
大きく、茎葉は茎の下部に集まって付く傾向にある。
また、自分の採集した標本の中には、ホソバジャニ
ンジンと狭義ジャニンジンとの移行型のような特徴
を有するものも確認している。

（12）ウスベニツメクサ
Spergularia rubra (L.) J. et C.Presl（ナデシコ科）
　長野県松本市大字笹賀の未舗装路において確認し
た。北半球に広く帰化する外来種である。海岸沿い
に定着することが多いが、内陸の市街地の人通り
の多い裸地や河川敷に時々群生している。ちょうど
海岸性のハマツメクサ Sagina maxima A.Gray が内陸
に人知れず生育している状況に似ている。県内で
も時々生育しているのを目撃してきたが、近縁種の
ウシオハナツメクサ Spergularia bocconei (Scheele) 
Graebn. との違いを確認して同定するのが面倒とい

うだけの怠け心が記録を残そうという意志を削いで
いた。調べる手間を惜しまず、足元の小さな植物に
まで丁寧な視線を向けることが重要であるというこ
とを、本種をみかける度に思い出しながら、毎回素
通りをしてきた自分への戒めとして今回提示する。

（13）アラゲコバノミツバツツジ
Rhododendron reticulatum D. Don ex G. Don subsp. 
ciliatum (Nakai) Minamitani （ツツジ科）
　大桑村大字野尻のアカマツ林縁において生育を確
認した。関西地方のコバノミツバツツジを亜種コ
バノミツバツツジ subsp. reticulatum、関西を除く広
域に分布するものを亜種アラゲコバノミツバツツ
ジ subsp. ciliatum (Nakai) Minamitani とされた（南
谷ら、2018）。つまり、従来県内でコバノミツバツ
ツジと呼ばれていたものが、組み換えにより亜種ア
ラゲコバノミツバツツジとされたのである。そのた
め、新産と呼ぶにはふさわしくないが、他地域と
の特徴の違いもあるため、ここで挙げておく。筆者
は、以前から、関西地方で普通に生育するコバノミ
ツバツツジは、葉の表面に光沢があり、葉が菱形に
なり、他のミツバツツジ類とは容易に識別できるも
のの、長野県内のコバノミツバツツジは、葉の表面
に光沢がなく、葉の形が丸みを帯びた三角形となり、
他のミツバツツジ類と細部をみなければ識別はでき
ないと考えていた。この違いについてあまり深く考
えることなく、他種との交雑の影響だろうと、や
り過ごしてきた。南谷らは、花柱が有毛のものを狭
義アラゲミツバツツジ（ナギソミツバツツジ）var. 
ciliatum Nakai f. trichostylum M. Mizush. として挙げ
ているものの、これは、安定しない変異であるため、
細分化すべきではないとの立場をとっている（南谷
ら、2019）。実際に本稿で引用した標本（TCCN16-
0021）は、花柱に開出毛のある狭義アラゲミツバツ
ツジ（ナギソミツバツツジ）、同所的に混生してい
た他個体から採集した標本（TCCN16-0020）は、
花柱に開出毛のないアラゲミツバツツジであった。
狭義アラゲミツバツツジ（ナギソミツバツツジ）の
採用の是非は、植物誌のツツジ科執筆者の方にお任
せしようと思う。

（14）オオロベリアソウ
Lobelia siphilitica L.（キキョウ科）
　長野県長野市戸隠のススキ草地内の湿地において
生育を確認した。花弁の青みの強い部位と白い部位
のコントラストが美しい外来種である。湿地内に
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は、アブラガヤ Scirpus wichurae Boeck. f. concolor 
(Maxim.) Ohwi、アカバナ Epilobium pyrricholophum 
Franch. et Sav. が群生する湿地の広範囲に点々と生
育しているため、花色の淡いサワギキョウ Lobelia 
sessilifolia Lamb. が点在しているようにみえた。サ
ワギキョウよりも葉の幅が広く、花弁の下唇が小さ
いことで識別できる。近年、湿生の外来種、特に食
虫植物を湿地に植える活動が全国で同時多発的に起
きていると聞く。このオオロベリアソウの由来は不
明であるが、鮮やかで美しい湿生植物だからこそ、
外来種排斥運動の標的になるような場所には生育し
てはならず、花壇の中でその姿を堪能したいもので
ある。

（15）タイアザミ×モリアザミ
Cirsium comosum (Franch. et Sav.) Matsum. × C. 
dipsacolepis (Maxim.) Matsum.（キク科）
　木祖村大字小木曽の道路脇のススキ草地縁で生
育を確認した。タイアザミ C. comosum (Franch. et 
Sav.) Matsum. とモリアザミ C. dipsacolepis (Maxim.) 
Matsum. の推定雑種である。形態的には、タイア
ザミに酷似するが、頭花の総苞片の質が厚く、幅
広で、茎葉の羽状に短く分岐し、茎葉中脈・側脈
が太い様子や、生時、葉の色が明るく、質がみずみ
ずしく厚いなど、モリアザミの特徴を有している。
Cirsiumは種間雑種と考えられるものがありふれて
おり、枚挙に暇がない。その中でもタイアザミとモ
リアザミの推定雑種は比較的わかりやすいものであ
るため、今回提示した。

　３．おわりに

　今回は、難易度の高い推定雑種を中心に取り上げ
た。図鑑に載っている検索表を引けばどこかの種に
到達する。それを無批判に受け入れて処理するので
はなく、該当する種の記述に違和感を覚え、一度調
べたものを後日見直して、再検討していくのは重要
と考える。市街地のコンクリートの 間に生育する
小さな外来種であっても、既存の知識、リストなど
に当てはめるのではなく、自分なりに 1から調べ
るようにするとそこに発見が潜んでいるような気が
する。2023 年も引き続き自分の採集した標本の見
直しをしながら、足元に眠る情報を拾い続けようと
思う。
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図 1　コゴメイ（長野県下伊那郡泰阜村我科：
　　TCCN22-0786：2022 年 8月 6日）

図 2　ニイタカスゲ×ノゲヌカスゲ（長野県茅野市
　　米沢：TCCN22-320：2022 年 5月 28日）

図 3　サトヤマハリスゲ（長野県南木曽町読書：
　　TCCN16-0023：2016 年 4月 17日）

図 4　ツクバトリカブト×ハクバブシ（長野県山ノ内
　　町平穏：TCCN16-0407：2016 年 8月 6日）
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図 5　マルバハギ×ビッチュウヤマハギ（長野県木曽
　　郡木祖村大字小木曽：TCCN22-0974：2022 年
　　9月 13日）

図 6　オクシモハギ（長野県南木曽町大野正兼：
　　OAM12351/TCCN14-0161：2014 年 11 月 3日）

図 7　ツクシハギ×ケハギ（長野県北安曇郡小谷村大
　　字中土：OAM12957/TCCN22-0902：2022 年
　　9月 3日）

図 8　ヒメキンミズヒキ×オオキンミズヒキ（長野県
　　下上水内郡信濃町大字富濃：TCCN22-0917：
　　2022 年 9月 3日）
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図 9　ハイニシキソウ（長野県松本市野溝：TCCN22-
　　1050：2022 年 10 月 6日）

図 10　シダレシロヤナギ（長野県松本市波田：
　　TCCN22-0127：2022 年 4月 24日）

図 11　ホソバジャニンジン（長野県松本市安曇：
　　TCCN22-0273：2022 年 5月 15日）

図 12　ウスベニツメクサ（長野県松本市大字笹賀：
　　TCCN20-0253：2020 年 5月 15日）
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図 13　アラゲコバノミツバツツジ（長野県大桑村
　　大字野尻：TCCN16-0021：2016 年 4月 17日）

図 14　オオロベリアソウ（長野県長野市戸隠：
　　TCCN22-0913：2022 年 9月 3日）

図 15　タイアザミ×モリアザミ（長野県木曽郡木祖　
　　村大字小木曽：TCCN22-0973：2022 年 9月 13日）


